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1　 問 題

　箪者は 知能 ・学力 。性格等 憂）特質 に 対 し て ，身体的成

熟 の テ ム ポ が あ る程度 の 優位性を 与 え．お る こ とを 考察 し

て 来 た （1，
2） 。 特 に 性格 に 対す る 関連に お い て は ，作業

性 格 ， 道徳性 ， 適応 性及び行動 （3），　 ロ
ー

ル シ ャ ヅ
ハ 反

応   に つ い て 研 究 し ，成熟 テ ム ボ が 性 格 特 質 の 基礎 的

な
一

要 因 と な りお る こ と を 認 め た 。

　性 格 研 究に あた り，従 来 自律 神 経 作 用 の 変 化 と して 現

わ れ る脈膊，血圧 ，呼吸，身体 電気抵抗 等 が 用 い られ て き

た 。身体的成熟の 遅速 は ，解 剖 学的 生 理 学的 な 講造や 機

能 の 成熟を内容 と する生物学的成長 の テ ム ボ で あ る。従

つ て そ の テ ム ポ の 異 る 被験者 に つ い て ，一
定刺激 場 面 に

お い て 現れ る 精神 電気 反 応 の 変 化 を 観察する こ とは ，既

報 の 如き性格 と 身体成熟度間 の 関連をた しか め 得 る と 共

に ，そ の 現 象 を 手 が か りと し て 関連成立 の 要因を探 る 上

に ，重要 な材 料 を 与え て くれ る よ うに 瓜 わ れ る。な お 生

理 的測面か ら捕えた 性格特質 の
一

表 現 と見 得る 精神身体

的反応が d 刺激の 質 と身体的成熱テ ム ポ の 両要囚 に 応 じ

て ，如何 に 変化 す るか を 観察す る こ と は ，性格構造を 理

解す る 上 に 若 干 の 資料 を 提供 して くれ る もの と考え られ

る。

　 本 研 究 に お い て は 成 熟 度 の 異 る被 験 者 の ，種 々 な 刺 激

に 応ず る P ・GtR り 表 示を 分析 観 察す る こ と に よ り，

性 格 と身体成熟 度間 の 関連 存 否 を た しか め ，更に か か る

関 連 成 立 の 基礎 的 要 因 を 追 及 す る と 共 に ，反応変化 の 条

件的考察を 通 して
， 性 絡構造理 解 上 の

一
資料を 得 よ うと

す る もの で ある．

皿　 実験計 画及び手 続

　（1｝ 実 験 期 間。1955年 自 5 月至 6 月。既 報双 生 児研 究

（5）と 併行 して 実験 した 。

　（2） 実験 場 所。金沢大 学 教育 学 部 防 音室（2 聞 x2 間）

＊ Astudy 　on 　the　basic　factor　of 　charac しer 　through

the　ga置vanic 　sk 量n 　response

＊＊ By 　Ohira ，　 Katsu 皿 a （Kanazawa 　University）

平均室温22・）27°C 。

　（3｝ 被 験 者。化骨核ブ ラ ニ メ ト リ
ー

法 に よ る 基準に 従

い
， その 成熟度 の 決定されて い る零才 よ り15才闇の 被験

者 1022 名 巾 （6）， 9 才 10才児 108 名で ある 。 こ の 被験者

の 成熟度段階別 人 数分散 を 示 す な らば Table　1 の 通 りで

あ る 。成 熱度決 定 の 基準及び その 結 果 の 妥 当性 に つ い て

は ，筆者の 既 に 検討せ る と こ ろで ある。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Table 　1

＼

越熟 度

下

性 ・年令
＼

NI
中 下

　 　 　 10

男　　 11

　 　 　 Σ

女
［・・

　 11

224 561　

　

1774

　

　

1

224

中 　　 i【「上

i
一、＝
口

101121

　
121022

6
門
Dl

　

　

l763

　

　

1

・ 125「・3

高

224

241

計

2248

252651302757108

　（4） 測 定 装置 。
KYS 多 様式精神 反 応 測定器 ， 同 記録

器 （回路 は コ ン デ ン サ
ー

式）。テ
ープ V コ

ー
ダ
ー，実験

机 ， 絶縁偽子 ， 被 験者よ り装置 を か くす つ い 立
， 暖房装

置 J

　   　刺激問題 u テ
ープ レ コ

ーダー
録窗に よつ た 。闇題

は 既 報 双 生 児 研 究 に 用 い た もの   と 同 様 ， 四類 型 41 問

よ りなる。す なわ ち
“

あな た は よい 成績を と りた い で す

か
”

の 如き欲 求に 関す る質問 （Kl ） 丁問，
”
あなた は

成績 が 悪い の で い や だ な と思 つ て い ますか
”

の 如 く，R

1 に 対 応 した 欲 求 阻 止 に 関 す る 質間 （B2 ） 7間 ，人 殺

・
欝 。地震 の 如 き想 1象的恐怖 に 関連す る語 （R3 ）15語，

平 易 な計 算問 題 と 問題 提 示 予 告 後
“‘
よい で す か

”
と 尋ね

る 質問 の 如 く，予期 的 不 安 と 解答 正 否 に 対す る 不 安 の 情

絹 を お こ させ る問題 （R4 ） 12 問 の ，四 類型 41 問で あ

る 。 具体的問題は 既報   に ゆ ず り省 略 す る。刺 激間題

提示 後 に は 10秒 の 時間 間 隔を お い た 。

　（6｝ 手 続 。入 室 後 の 心 理 的 動 揺を 少 くす る 配 慮を 払 い ，

実験室 に 導 い て ，絶縁椅子に 腰掛け さ せ た 後，実験の 概

一 110 一
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i

き

要 を 説 叨 した ． 但 し被験 菅をG ・ S ・ R 回晴 串に 入 れ る

点 に け ふ れ な い 。導子 は飽 和 食 塩 氷 に 浸 した ガーゼ を 介

して ，手 掌 部 と手 胴関節 近 くの 前腕 に 裟慮．其 後暫 く反

応 観 察を 行い
， F［発 「生 反 応 力 酵 rE した ど 怒わ れ る 時 に

，

テ
ー

フ レ コ
ーダー

を 姶動 して ，刺激 場 面に 入 れ た ，

　柘　反 感 「1線 の 分託及び処耳 方法、，1 宅 の 実験手続 き

L よつ て 詩 られ た 各被蹟者の P ．G ．R は ，各刺激 に 対応

す る 丈 応 の 1ゴ無 ， 反 射回 数 ， 反身担 ∫，波高
ヒ
ー指「，、：とせ る

一
過的変化 り＿：方匚、分 i．T し，それ ぞ れ 次 り 如 き∠準に

従 つ て 処
．・彑 した 。

　A ） 反 応 で1燃
一 1｛輪 後 1．5 な い し 2．5 秒 の 沱 1時1麦

“

通詢 究 化 、
｛現 れ，お よそ30秒 以 内 に ほ と ん と 亡に 戻つ た

1ズ応 に つ き，2 且 1m 以 上 の 反 射乏 芽 醜 と して ，各 刺 激 に

丈「応 す る 反パ 1曾無 の み を 判 定 した、，

　 B ）反射 口 数
．
各刺激 に 対応 モ る反 応 曲線 に つ い て ，

記暴紙 上 ゴ．m　1］／ 以 上 曲 線 に 変 化 を 生 じた 場 合 を
…

反 射 と

見 な し，各 刺 激 に 文
」
応 して 現 れ た 反 射 数 を 計 測 し た、，波

萵 は 考暇 しない 。

　 し ） 反 箭等
一

刺 激 に 対 感 せ る ⊥疫射 ．ヨ始 仁 ，春
一Pの 反

射 ヂ 六を 経 て ，元 の レ ベ ル に 仄 る ま で の 時 聞　計測 し

た 。こ の 計 測 の ＿終点 は 反 応 曲線 の JE一点を 通 る水 1・’i　waと
の 接点叉 は 交 点を 本 態 と した ．

　 D ）
一

辿 的 変 化
一

所 与 の 刺激 に 対応 し て 現 わ れ た

反射 中 ，最 高 鼓高 を 記転紙上に お い て，mm 単位 で．卜測

し，dK の 指慓 と した 。

　 以 上 の 四 方面 に 分析処理 せ る結 未 は，Table　1 の 戊熟

度1λ 嵜被 験 言君
’
別 に 整 理 した 。

m 　結 果

　〔1｝ 反 ズ ドs 前記 の 如き処運基準に基づ き，反応・H 無

え 調査 せ る 絆 罠を まず 検 討 す る。但 し刺 激両題 別 考察 の

i墳を さけ ， 刺 諍顎 聖 別 結 果 報 告 に と ど め る．各被験脅が

舎 丁 型 内 の 刺 激間 題奴 （R1 ＝7 ，
　 R2 − T，

　 R3 ＝15，

R −1 − 12） に 対 して ，それ ぞ れ 幾 つ の 刺激 こ 反 憲 して い

る か を ，北 率 と し て Jl査 し，こ の 各 人 り 比 玄 を 基灸 と し

て ，各底 熟度段階被験者群別 に 平均，　 準哺差値を 算晦

した 、、そ の 結果ご Tablc 　2 の 通 りで あ る c

　 「 表計 の
．
に よ り全 員の 反 応状

昂
を 兄 る な らば ，41同

全 ip］∫激 に 　ず る
、ド均 戻 応 ．乎u．．81，5％ 竃 4 ≒し て い る　 柯

泳 ∫嶼 別 に 釧 零す 由 ば R4 （不 安） の 戻 応 奪 が 最 高で 87

％，　抄く1’こ　R2 　（谷｛ξオミ、’11i）　f’つ ｝フ
齟
，i，・M　1ミヵ斗】」淳く　82．7％

『
（；t あ

る　それ か ら91 （欲 才 ） の 反応 率 が 8L エ％ と な り ，

R3 （想 瑛的、劃 ⇔ の 反
「．齟
率 は 76．7％ で 最 も低い u 但

し差 は R4 〜
盈 1 ，　 R 　4 〜R3 旺 が 各 1％ 以 下 の 危険

率，R2 〜R3 間が 5％以 下．）危険 率を 厂め る 外壱よ有意

性 が 見 られない D

　 次 に 威 熟度段階別 飲 瞭 イを よ「庚す
’
れ ば ，毅 階 に よ る 差

が 若 干 1め られ る tt 冠 4 に は 成熱 度 高 下 問 二 c．．と ん ど差

を示 し て い ない が，RL 　 2 ，3 及び X ，こ　い て は ，成

熟 度 而，申一f祥 に 反 圧7 壁彁 く，中
．．
ド，下 群に は そ れ が 可

成 り低 い こ と が ，忍め られ る 。中下， F蝉 を 合 して L 鮮 と

し，，鵑 中 ヒ群 を 合 して Ilff と し て ，こ の 11τ．両群平均

を 「L淡すれ ば，同 表右
4

の 通 りで あ る 。HL 両群 の 差 ご ，

差 の 憬 魯誤差 を 用 1．・て 検 定 すれ ば ，R1 ．，2 は ヱ％ 以 下，

。十が 5 ％以 下 の 危 険 ヰくで 有意で あ る v なナ 上 記 関 速 の 稈

度を 見 る た め に，各被駸 4 の 反応 率 と身 天 的 戊熟指 数 （6＞

と の 栢関係数を 撞め る な ら｝濱，　r −1−．235 （C ，R ．2．38）

と な り，低 い が 5 ％水準 の 有意な相開が 認め られ る ．

　 以 上 丿結 ろミに よ る な らば ，
H 群 は 工 群 に 比 し 相対畆に

反応率 が 高 く，苻に 欲 求 及 び 欲 冰 凪止 の 刺激に 対 し て 顕

薯 で あ る。カ か る 刺激 に 対す る II群 の 精伸身体的反 応 が

よ り著 し い こ と は
，

か か る 刺砿に 対応す る宿緒的反応が

Table 　 2
＼

＼

＼
成 熟 度

　　 　
丶
　　 人　欲

　刺激鷺 型　　　　、−1

下 〔1）

8

欲 求 R ！〔7）

欲 求 阻 止 R2 （7 ）

恐 怖 　R3 σ5）

不 安 R ｛　（12）

言［
一
　忍　　　（41）

75．0
（18 ．7）
78．6

（15．　7）

66．7
（18．4）
86．5

（12．5）
75．9

（11．1）

ヰ「↑ 〔2） 中 姻 　　中上 （4）　再
・訓

IM
・ 1

牙
「＝冂

25 43 24 108

86．7
（11．4）
79．8
（13．1）

78 ．2 　 　 　78 ，4
（16、7）
78．9　　　79．4
（21．3）　　　（24．5）
75，5　　

．
　　76．3

（19 ・8）
「

（21・8）

　 　 　 　 89．3　　　　 85．7
（24 ・7）　i　（18・5）　！　（14・5）

91．7
（16、6）
8 ，3
（17，7）
89．2
（13．0）
86．4

）
379581　

（

　
、／
73「亠

781
　

（

　

）

65

　

0

98

　

6

8
（

8

81．1
（2  ，1）
82．7
（21．6）
76．7
（20．3）
87．0
（12．6）
81，5

L （1−1−2）

　 33H

（4十 5）

　 　 32MH

− M 工．
鳶．EmH

− mL

85．5
（13．2）
79、9
（16，6） （・2・・）1（・2・・）

1：段 数 字 は M ，括 弧 内 1．．　a ，＊＊ 1 ％ 　
＊ 5 ％ 以 下 の 危 険 翆

一 111一

　 　 　 1
（・4・・）1（・2・・）

77．55
（17．5）

178

．8
（19．9）

73．3
（／9．3）
86．7

（11．8）
78．9

88．4
（15．4）
91．1
（15．9）

80．6
（17．6）
89．3
（12．3）
86．3

（12．0）

　 ＊＊

2，68

　 ＊＊

2，76

1．60

1．04

　 ＊

2、42

N 工工
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Table 　 3
、1
　

丶

＼ 成 熟 度 l
　 l

．
i
　 　 L

　　 IH
　　　MH − ML

　　　 、　　　 、
刺 激 類 型 ＼ 、1　 、．

『
ド ω 中 下 〔2：I

　　　 i
中 （3｝ 巾 上 （4）

　 　 　 1

高  
2

　 　 1
計

i〔1〕＋   1

　 　 　 S ，E ，
  ＋ （5）ImH − mL

欲 　求　R1 （7）

欲 求阻止 R2 （7）

恐 　怖　R3 （15）

不 安 R4 （12）

叶 　 万 　（41）

1．4｛）

（0．31）
1．25
〔0．33）

1．12
〔0．15）
1．23
（0・13）
1．24

（0．16）

1．35　　　　1．45
（0．31）　　　（0．39）
1．26　　1　　 1．55

（0．33列 （〔〕，43）

1．17
（0．16）
1．25
（o．21）
1，27

（o．19）

1．22
（0．21）
1．27
（o．24）
1．33
（0．25）

1．59
（0，44）
1．78

（0．49）
1．17

（0．14）
1．28

（0．26）
1．41

（0．26）

註 ：　 上 段数字 は M
， 括 弧 内は δ ，

＊＊ 1％ 以 下 の 危 険 冬

比 較的 高 い もの と 解す る こ と が 出来 る ．す な わ ち 成熟度

の 高い 者 が，よ り多 くの 欲 求 を 抱き，揃求阻止 を 3じ，

さ らに 1ヒ崚的 多 くの 、ご帆 ， 不 安 の 情縛 《 い だ く もの と考

えられ る。こ の よ うに 成熟 1豊高 群 の 精陣身 ソ
’
eJ反 LICが，

相対 的 に よ り 匪 評で あ る と い う畢 実 ぽ，知 能 自゚我 意 識

等 の 比 佼酌 に 陣い 発遵 に 伴 う情 、菁発
1
耄の parad ・ X 的 現 笥

と解され る が，虱 こ成熟に 伴 う神経 組 織 の よ り
一’
iい ．よ感

性を 意味 す る もの で は な い か と
｝
考えられ る 。

　  　反射回 数 ．前述 の 基準 に よ り処 理 せ る 各被．「 ’千の

　
・
刺 嬉 に 対す る 反 射 回 数 亡 ，刺 泓 炉 型 別，威 熟 度

一「
1滑 別

に 益 理 ！
」

c 。
か か る』≦理 を 行 え る 平均 反 射 回 数 及 と；・訊準

歸差 値は Tab！e　3の 如 くで あ る．まず 全 員 041 」』亅一含刺 激

の 平 均 反 射 回 数 を 見 れ ば， 1．33± 0．24 で あ る。 、J！は 順

型 別 で は 少 の 反 応 午 と 同 傾 向を 示 し ，
R1

，
　 R 　2 が 多 く

R3 ，　 R4 は 相対的に 少 い 。これ ら 厂 県型 相 敷強 ）見た

平均反射 回 数 の 差 ぱ R1 ，　 R2 間 以 外 はす べ て 1 ％ ス 下

の 危険 r← で 有意性 を 示 して い る 。欲 封vx びP
’
R阻 止 の 刺

激に 対応す る 情 楮反応 が ，他 に 北 校 し て よ り複維 で あ る

こ とを 示 す Lの と 考え ら れ る 。

　 次 に 成熟度．k’

階別考察 に は い り，全 朿1
「
‘曳に 対す る 平

均 反 射 「：数 を ．罫の 1

’
職 こ よつ て 見 る な らば ，π，中 ⊥群 ぽ

中 下 ， 下羃 よ り多 い ．HL 両群 と し．て 几 譲すれけ ，1．41

と 1．26 と な り，そ の 差 は 1 ％ 以 下の 危険 「蓉で 毛，  と 認 め

られ る n か か る 段 階別 平 均 を 各B 階 内 に ，
1
け る 刺激 租 ヒ

「1

別
▽

均 と して 観 察すれ ば ， 各 没 階丿「iに ，先 に
へ

波 険 砦 に

つ い て 見た 傾向 と は ぼ 同 傾向吃 憤 して い る。す な わ ち 各

段 階共 、こ R1 ，　 R 　2 の
丶F均 反射 L数 多 く，R3 ，　 H 　41，tt

比 較的 少い 。 従 つ て 刺激類型別 に 成熟度葉「去別平均 を 観

察すれば，R1 ，
　 R2 は 高．　 Ilr⊥ 両群 が 中 下，

一．
1両群 よ

り高 く，Hl 両群平均 の 差 は 1 ％以 下 の 危険率で 方意で

ある。これ に 対 し R3 ，
　 R ・1は 灰 熟 輿 照 聞 こ 者 し い 差

1．63
（0．36）
1．69
〔0．41）
1．19

（0，17）
1．28

（0．23）
1．40

（0．25）

1．47
（0．37）
1，53
（0．44）
1．19

（、0．18）
1．27
（0．23）
1，33
（0．24）

　

）
02ρ

0410　

（
　

）

ρ
02qり
門
δ

10　

（

1．26
（0．33）
1．16

（0．16）
1．24

（  ．20）
1．26　．

（0．18）

1．76
（0．47）

1．17　 ：

（0．15） 11
．28

（0．26）

1。41
（o．26）

　 ＊＊

2．86

　 ＊＊

4．99

0．26

0．69

　 ＊＊

2，70

が 見られず，HL 両群 平均 とす る も有意な差 が 認め られ

ない c なお 各被験 昔に つ い て ，全刺激平
’
b反射回数 と身

体 成 熟 指 数 と の 相 関 係 数 を 算 出 す れ ば ， r ＋ ・213 〔C ・

R ．2．181） を 示 す 。

　以 上 の 桔 果を 見 る な らば ， 身体 成 熟 艮 の 高 い 者は
一

般

的 に
一

刺激 に 対す る平 均 反射回 数 多 く，そ れ は 特 に 欲 求

並 び に 欲求阻 ［Eに 関す る 刺激下 に お い て 顕著で あ る 。 す

なわ ち 戊熟度高群 が その 砥群 Lこ比 較 し て ，智 床 な 刺激場

面 に お げ る情
t’K的 反 応 が，よ り複雑吐 を お び て い る もの

と 解釈され る。

　（3｝ 反射峙聞。各被 金考 σ）反応 衷 ボ に つ い て ，各反応

の 反射時間を 計 測 し，そ の 資料に 基づ い て 成熟度段 階別

剃激撫型 別 の 平均 反 射時 及 び 傾 準 解差 値を 県定 L た 。そ

の 結 果 ほ Tab ！e　4 の 通 りで あ る tt 被 験者全 員 の 41 問 全 刺

激 に 対す る平 均 反 射時は ，計 の 部 の 8．63秒 で あ る 、刺激

ll型 別 で は R2 ．R1 ，R4 の 順 で R31 が 最 も短い n こ

れ ら 四 平 均 値 間 の 差 は すべ て 1 ％ 以 下 の 危 険 率で 有 意 で

あ る。欲 求及び 欲 求阻止 の 刺激に 対す る もの が 他 の 刺激

肩 型 に 比誌 して 長 く，反 応復帰に 比 鮫的 長い 時闘　要 し

て い る。

　成 熟度段階別 に 挺 討すれ lt　ti，前項 の 反感 率，及び 反射

回 数 と は 異 る結 呆 が ：忍め らオしる u 下
’「
巳Σの 全 刺 激 1・．一よれ

ぽ 甫 群 が 7・73秒 で 最 も短 く，成 熟 度 の 気 下 と 共 に 反 射時

．：長 くな り，下群 が 9．　11で 最も艮い 、， IIL 両群 の 平 均 と

すれば，そ の 差 は 1 ％水準で 有意性 が あ る 。こ の 段 階別

円 均 反射 時 を刺激 fi型別に 観察すれば，上 に 見た とbaぼ

同 頑 向 が 認 め られ，各刺激順 型 に お い て 放 熟 度 高 群 が 最

も短 く ， 下 群 へ 向 つ て 平均 反射時 の 長 くな る 傾 向 ビ 示 し

て い る。これ らを 豆 1、 両群平均 と して 比 較すれば，各剌

激r型 共に H 群か 短 く上 群 が 長 い 。それ らの 差は R3 ，

B4 及 び R1 に お い て 有 意 卜肋 瑠 め られ る。閥 起 の 程 度

一 112 一
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Table 　 4
、、馳　、L　　、　　、　　　、　　　　、馳
　 　 　 　

、1馳　　　　　　1

　刺激慧貍

成 熟
ヒ1　L　、　　1、

度

11丶　馳
　 　 丶　 1

下 ほ｝　 中
”

　　 旨

ド 〔21 中 〔3） 中 上

1

樹 　　萵

1

〔5） 言1．
　　L 　 H 　IMII＿ML
　 　 　 　

．
　　　　　 S ．E

〔1）
−1・〔2〕1   ＋ 〔5）

lmH
−

・・L
II　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

R

R

R

R

〜
ん

1　 　〔7 ）

s？， 〔7 ）

3　 （15）

4 （12）

（4
’
1）

10．10　　　　10 ．07
（1．68）　．　（2．57）
　 　 　 1
11．51　　　　⊥1．27
〔2．21）　　（2．75）
7．83　1　　8．05

（1．25）　　　（1．25）
8．72 　 1　　8．35
〔1．0〔））：　　　　 （1．52）
9．11 　　　　9．04
（1．25）　　　（1．63）

9．61
（2 、55）
11．83
（3．10）
7．52

（2ユ 9）

8．44
（2．01）
8．88

8．46
（2 ．75）
10 ．57
（3．07）
6．71

（L31 ）

7．46
（1．82）
7，89

8．62
（2．36）
10，01
（2．52 ）

6，43
（0．87）
7．51

〔1．36）
7．73

9．42
（2．62）
11．26
〔2．63）

7．41
〔1．7s）
8．16
（1．84）
8．63

（2．13）　
1
　（1．82）　1　〔L79 ）　i　（1．86）

　　註 ：　 上 段数字は M
， 括 弧内は δ ，

＊＊
　1 ％

を 見 るた め に
， 各 人 り 全 刺 激 1こ よる 平均反 射時 間 と成 熟

指 数 と の 相 関係数 を 算出「す れ ば， r − ．247 （C ．R2 ．

51） と な る。

　 以 上 の 結果 に よれ ば，成熱度の 高い 被験者は ，反応復

帰 の 時聞が 比較 的 短 く，こ の 傾向｝ミ特 に 刺激内容の 比 較

的 単純 な B3 （恐 鼾 ） R4 （イく安） に 対応 し て ，よ り顕

著に 認 め られ る 。成熱度 の 高い 者 は 刺激に 応 ず る 精神身

体的反応が よ り敏感で あ 髦） り み な らず．元の 安 定 状態 へ

の 復帰 も『Lい こ と な 示 し て い る u

　園　
一・

邇 的 変 化 鼠：。蕎 被 験 者の 記録紙 上 に 表 示 さ れた

反応 曲 線 の 波 高 を
一

過 酌 反 射 の 指 擦 と して ，刺 激 類 型

別 ，成熟度段階 に よ る 被験者群 別 に 整 理 した 。か くの 如

く処 理 ぜ る 平 均　
・
過 的 変化量 （mm 単位）及び躁準偏差

値 は Table　5 の 如 くで あ る u ま ず 藩
．
呈殕 陸 見 る な らば，

全 被験者全 反 感 り 平 均波 1謙 よ 2L53mm で あ る 。刺激類

型別 で は R2 ，R4 ，R1 ，　 R 　3 の II厦とな り，相 互 間 り

差 に お い て う9彡水準 の 有意性 を 持つ もの は ，R3 〜R2

闇及 び R3 〜R，4 「用の み で ある ，

＊ 5 ％ 以 下の 危険率

　 　 　 lIe

．08
（2，39）
11．33
（2．60）
7・991
（1．25）

8，45　1
（1．43）
9．06

（1．53）I
　 　 　 i

8、50
（2．65）
1  ．43
（2．89）

6．64
（1．19）

　 ＊

2．52

1．32

　 ＊＊

4．49

温 1 ，，5歪
7．85

（1．81）
　 ＊ 寧

2．91

　 成 熟 皮段 階別 に 比 挾す れ ｝ぎ，各刺激類型及びその 計を

通 じて ，成熟度高 群 の 変化量が低群 の それ に 比 し，やや

大な る 傾向を 認 め る が ，そ の 差 は 小 さ く，HL 両 群 平 均 と

して．比 校す る も，そ の 差 は い ずれ も許 意性が 認め られ な

い 。各人 の 全 刺激に 対す る 平均
一

過 的 反 射 と成 熟 指 数 と

の 柑関係数を 算 出す れ ぽ ，X ．1−．138 （C ．R1 ．40） と な

る。要す る に 波高を 指標 と せ る
．一

遏 的 変 化 量 に お い て

は ，成 熟 高群 に そ れが や や 高 い 順向を 認 め る 程 度 で あ つ

て ，本結 果 の 範1至内 に お い て は ，一退 的 変 化 量 と！粛熟 夏

間に 確 か な 関連 は 認め られ な い 。こ の 点 は なお Bridge

団 路を 用 い た 今後の 研 究 に よ りた し か め た い と考え る。

N 　考 察

　．．H述 の 諸 結 果が 示 す 如 く，身 休成 熟 度の 高 い 者 は そ の

低い 者 に くらべ ，捶 々 な刺激に 対す る 反感 率が 高 く ， 刺

激 に 対す る平均反射回数も多い が，平均反射目寺間は 比 較

的 短 い 傾 向を 示 し て い る ．従 つ て で GR と し て 表 示 さ れ

た 個人 の 精神 身体 的 反 感 は ，そ の 個 人 の 身 体成 熟 度 と の

Table 　 5

’
＼ 　　誠 熱 度

下 1ユ尸 中下 〔2〕

・ ・ （・ ） 瞬 1） （鏘
・ ・ （・）

ll 鵬 ．（ll：縞
・ ・ （・5） 騰 1（｝1：葦1）
・ 4 剛 矜：ll・腿 莠・

　　Σ　　　　　　（
41 ）　　i　芝蓉：蕎巷）　　〔釜？：99）

　註 ：　 上段数字 は M ，括 弧 内は δ

叫｛　〔3｝　　叮r上 　〔4）　　　孟≒i　〔5）

22．40
（9，82）
24 ，23
（11．02）
21，19
（8、36）
23．71

22．60
（10．22）
23．75
（12、 
18 ．30
（8．26 ）

23．27

23．81
（8、19）
23．3／

（9．44）
18．21

卜石目
　 　 L

…
〔、）． （2）

　 　 　 　 1
22、12
（ie．22）
　 　 　 　 1
23．12
（11，59）　．

19 ，48　 1

20．9S
〔U ．26）
21 ．15
（10 ，87）
ユ8．42
（11．60）
20 ，92
（10．22）
20．05

H 　i簍辷 畦
　 　 　 ．s ，E
働十 C5） mH ＿m 工、

（9＿65）i　（8＿88）
22 ．65　　　　21 ．42
（9、52）　　　（8．99）

一 11a．　 一

（7．3・） 1 （9．42）1
24．24
（7、75）
21 、92
（7．47）

22．80
（9．60）
21．53
（9．92） 〔… 81）…（・・87）1

22．90
（9・77）1
23．64　 1

　 　 　 　 1

（11 ．42）
／8，27
〔7，91）
23．51
（8．67）
21．55

e．74

0．90

0．06

1．10

c．61
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聞に 志 ltの 濁追 ど ：1∫す る もの と 認め ねばならない 。筆者

は 太 論 文 の ダ め に 述 べ た 虹 く，’丶生格 と 身体成 熟度 と の 関

連 を 考 察 し，石 干 の 関 連 な 陀め た （3，4）。　し か し こ れ ら

の 結呆 は ， テ ス ト易 面に 　け る精イ1舶 ，軻激 に対す る，主

と して 心理 的 反 応 を 手 がか りと ま る 1封 r《と身
ノノ 或熟度 と

の 閉庄 乏 レ察 した も の ⊂あ る．い ま 九 聞 連 の 有 無 程 度 に

関す る 考察 の 資刑 を もた に と ＿ま り， な で
， 如 1りな る 根

拠 に よつ て ，性格が 曳熟度 と 関 ！するか に つ い て 哲察す

る 手 が か りは t、、られて い な い 、PGR に 闘 す る本 研 究 の

剰激 1は や 欧 り側 神的 な もの で ある が，そ こ に 規 れ た 反応

曲線は ，　PG 員 の 癸現ほ 1［「か ら・
ノ

” く
一9．る［寺，明 らか に精

神身休的 ア ．見で あ り，刺激の 受け と り方，怕 11陰 の 友 化

等の 、土擦的特性 が，神 辱 「動 と L て ド．建神 丁3 系等 の 生理

的 変化 を介 して ，身 依 的 電気 才
ザ
吮の 変 化 と なつ て 表 示 さ

れ た もの で ある。従つ て 既報 の 調廴 6 薬 を 行つ た
」
「｛洛的

裹 現 に ド
「

し，よ り明確 な 生 廴、的 」 程を
一

応 r
く

甦 し て ，

反応 曲線 と し て 表 現 され て い る もの て あ る ／t 表示 され た

反応 の ．：生 首 よ， 主 と して 情緒的特性 の 現れか ，主 と して

生 珪 的髏能疋程 に お け る 恃臣の 現 れ か ，あ るい は そ の 両

者 の 紗 今 か の 如 き場 合 が 考 え 門
れ る。しか ．木 研 究 の 結

果 と して 示 され て い る如 くs 身 木成為度 とい ）解音L学的

生 班 学．、勺な 有機体 成 長 CL）テ ム ボが ， そ の 清神身 侭的 反応

の 冶 無 ， 反応 表 示 の 轄質に 只 胤 し て い る こ とが 町 に 明 ら

か となつ て い る 。 従 つ て その 反 6訳 示 に 対 し，そ の 過程

丱に 身体的生   的特質が
一

要因 と な りお る こ とを ，碓必

し ない わ け に は い か cい 。

　Hurrcll，　D ．」，（7） は
・1｝
’
各 ） IfT 中1

“
Gt 関す る 実 験的 研

究 の 結 果 と し て ，骨柊成 長 力 甜 紅 r泉縦 の 成 長 と そ の 機能

の 威熟 に 齊 接 己 関達 し て い る こ とを 暗示 し て い る．身休

依熟度の 高い 者 に 無剖学的に 成長 が 迂 ん で い る の み なら

ず ，樽 経 線 椎 の 成熟 が 予想 され，従 つ て 尹．こ 内 分 tta，脈

膊 ，止 圧 ，卩
ご；
吸 ，身 体 電 気 抵 抗 尋 の 生 理 的 ：幾 指に

’
b ，よ

り早い 成 長 を 示 して い る i｝）　f）と 考え られ る 。しか も
Il
き 路

的 制 畦 と して の
li

青緒が ケ 理 的 機詣 と 密 長 な 関込 を
了
）つ て

い る こ と ISI，．liLt．．［cB め られ て い る と こ ろ で あ る。な お 身

休 成 熟 度 が 匁能に あ る 杜 度の 優位⊥ご 与 えて い る こ と も

既 に 報告 した 如 くで あ る （1，8）。

　 か くの 如 くに 考察 して く る な p ば，身体成舅度 と PG

R と の 関連 に は ，植 物性神 経 系等神経 組織 の 戊熟 が ，刺

激1・こ対
’
す
齟
る毎〔感 1土 ， 反，1、薀の 複 　　Ikを 生

’ttる 基礎 と な り鶴廴

介 と なつ て い る もり と考えられ る。こ れ に 身体 威 貌 度 に

よ る知能 の 伊 位 性，知 的 機能 り 複乳化 等が 相 まつ て ，情

緒 酌 反 応 の 分化 複雅 化を 「tし，情 ，r1的 発忌 こお け る迦 匹貝、

酌 現禦を 示 し て い る もの と 〜
へ
え る　 Herrick

，
　C ．　J．（g）ほ

戒熟を全 体酌反 応 紅織 の 機能的紙
一

の 進 展 と考え る立 場

に
’
立 つ て ，身

’
の 成 熟 に 関 し神 紅 網状 組 織 の 成熟 を 重視

し て い る。又 Wheel 。 r，R ．　H ．〔10｝ な どけ 身 本成熟 に 関遡

して ，力 LJ．的 払 貝1：1こ 従 い 締 劃 ヒさ れ る神 μ 細 胞 の 増滬 分

節を 年：視 L ，威熟；よ分節 し組織 f匕され る energy 　patterns

ある い は 神 経 組 織 仁 お け る力 の 体 系 の 分 節 で あ る と r県え

て い る。身体底 熟度の 高 い ttか ，
　 f 　G 　K の 反応 率高 く，

平／fi 反射 回数 も多 く，刺滋 に 対応す る 反 射時 が 比 較 的 短

く，尤 の 状 ．轟 こ 安 定 it“’、る こ と の 早い ゆ え ん は ，上 述 の

如 こ神 経ボ織 の 機能旧 成熟 ilt従 つ て 、

〒
明さ れ る よ うに 考

え られ る 。心 理 現 「t の 也 物学的基礎を 樽経系 に お い て 解

釈す る な らば，身 休 約 成 渡 が 心 肱 現象 こ対 して ケえ る

優位 性 を ，神 経 系 哩）以 惑性 に 従iつ て 理 角尸 し よ うとす る こ

と は 妥 当で ある と考 え る．

　一
定め刺激場面に お 、厂る

li生格の
一
表窺 と 見た PCR の

表 示 は，1 ”h
’
“7i 戈讌度 ‘ い う内的要因に 影響されて い

る 冫 「：に ，他 冖創激 そ の もの の 待 貞 の 如 キ
外 的 要 困 こ よ

つ て 変化 し て い る 。↓　 見た 如 く成 熟 度 L 応 じて 各 庫 の

刺｝加 ↓型 に 可成 り共 通 な 顎 向を 示 しつ つ も， 反 応 率 ， 反

射 回 数 は 欲求 皮 L，K1 レ：求阻止 に 鬨す る 刺 激に お い て 成 熱 度

の 影 ∬ 右 顕 拍
：
に うげ，，基」’ll及 び 不 安 に 関 す る 刺 激 こお い

て は そ の 影 響 少 く，反 射時は そ の 逆 の 國係を 示 して い る

如 き場 合が それ で あ る ttこ の こ と は 性格的 特貞が 内外両

要 因 を 同時 1こ 受 けお る こ と を 意 財、」
一
る もの と考 え る。表

現 と し て の 性 格 は 常 に 内 的 要 因 に 変 酉ピさ れ つ つ も，同時

に 外 的 1よ刺激 工湯面に 影 ，鑒され，と の 両者 の 綜合 の もとに

種 々 な表 現 的 特 貢を 現 わ す もの で あ る こ と を 示 して い る．

もの と言え る、、

v 　 要 約

　本 研究 k性 格 が い か に 身体成熟度 と関連す るか 望 ， 精

神 的 刺激下 に 巍わ れ る PGR ．丿表示 を，州 ∫拠 理 す る こ

と に よつ て、研 究 した もの で あ る．

　被験 督は 化
’
目嵩ブ プ ニ メ ト リ

ー
法 に よ り，既に そ の 身

体成熟度の 法走 こ れ て い る a 才10才 児男 女 1（，8名 で あ る 。

　PG 獄 士四 从 聖 41．、の ｝−L聞形 式 の 刺激 こ 対 感 デる 反 応

曲線を ，操作上 矩 め た
一

定 基誓 に 基 づ い て ．反応掌，反

射 回 数，反射峙∫一・
迫的変化量 の 匹 方 面に 分折処理 し，

被験者 の 成熟変 叛 陪別 に 呈 理 した n

　反 穴 率，反 射 コ 数 は 成 恐 度 の 高 い 者が 高 く，そ れ は 欲

求 ， 欲 求阻 「L の 虧淑勾 型 に オ5 い て 顕言で あ り，恐 怖 及 び

不 安の 刺激菟「型 に お い て ば そ の 差 ぱ 有意で は な い 。 反射

時 は 成熟度 の
b ．、児 童 に お い て ヒLl焔 勺短 く，そ れ は 恐 怖

。不 安 の 比 較 白伊群 仁な 刺激 に お い て 頭 菩 で あ り，欲 求 阻

止 の 制激 に ／．コい て は 有 意 な差 は 見 ら れ な い 。一
過 的 反射

に お い て も成熱度有鮮 に それ カ や へ 著 L い よ うに 濯め ら
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れ る が ， そ の 差 に は 有意性 が 認め られない 。

　以 上 の 結果に よ りPGR の 精神身体的 反 応 か ら見た 性

格 に は ，生 理 的 機能 の 成 熟 の 如 き要 困 を 通 し て ，身体成

熟度 の 影響が 及ん で い る もの と 認め られ る 。 な お 性 格 の

一
表 現 と 見 られ る こ の 精神身体的反応 は，単 に 身 体 的 成

熟 度そ の 他 の 内 的 要 因 の み に 影 響 され る もの で は な く，

か か る 内的 要 因 と 刺激特質の 如き外的要因 と の 総 合 的影

響 ドに あ る こ とが 確認 され る。
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